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音楽的な感性を働かせ、 

曲のよさを語り合うことのできる児童の育成 

―児童が感じたことを、音楽を形づくっている要素と結び付けて 

      言語化することができるオリジナル教材の活用を通して― 

 

特別研修員 萩原 広生  

Ⅰ 研究の概要 

 

１ 主題設定の理由 

  小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説音楽編では、音楽科の課題として「音楽に対する感性

を働かせ、他者と協働しながら音楽表現を生み出したり、音楽を聴いてそのよさや価値等を考えた

りしていくことの更なる充実」が示されている。また、令和７年度群馬県学校教育の指針では、育

成を目指す姿として「曲や演奏のよさや美しさを見付け、確かめながら聴き返したり、思いや意図

を持って音楽表現の工夫を試したりしている」とし、指導の重点に「児童生徒の多様な気付きや感

じ方を共有・共感しながら、個々の考え方や感じ方が広がる言語活動と音楽活動を設定する」こと

を掲げている。 

  研究協力校（以下、協力校）の児童は、一人一人の違いを認め合いながら意欲的に音楽活動に取り

組んでいる。また、表現活動では、音楽に合わせて身体を動かしたり、元気よく歌ったりしながら

楽しく音楽活動に取り組んでいる。一方、表現活動と比較すると鑑賞教材への関心はやや低く、音

楽を形づくっている要素を根拠に音楽のよさを言語化することに課題が見られる。感じたことを言

葉にすることは、児童が自らの感じ方を意識化し、他者との共有を通して新たな気付きや多様な価

値観を受け入れる力を育む上で重要である。また、聴き取ったことと感じ取ったことを関連付けな

がら、音楽を形づくっている要素を手掛かりに曲

想を捉えて言語化することで、感性と知識の往還

が促され、音楽を深く味わうことにつながると考

える。（図１） 

  そこで、本研究では、音楽的な感性を働かせ 

せ、感じたことを、音楽を形づくっている要素  

と結び付けて曲のよさを語り合うことのできる  

児童の育成を目指し、曲のよさを主体的に見い  

だす力を育成するためのオリジナル教材を作成  

し、その教材を活用した授業を行うこととした。 

 

２ 具体的な手立て 
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手立て１ オリジナル教材の活用 

音楽を形づくっている要素を焦点化し、その要素の働きに着目して聴き比べられる教材を作成す

る。その教材の活用によって、音楽を形づくっている要素を根拠として、聴き取ったことと感じ取

ったことを関連付けて曲のよさを見いだせるような常時活動を行う。 

また、視覚と聴覚両方から音楽を捉え、感じたことを書き込める楽譜付き音源動画を作成し、活

用する。楽譜付き音源動画とは、曲の進行に合わせて楽譜上に青いライトが点灯し、読譜が苦手な

児童でも聴いている箇所を即時的に把握するとともに自分の感じたことを線や文字等、様々な方法

で書き込めるように工夫した教材である。これにより、音の流れと楽譜との対応を理解しやすく

し、曲想を楽譜に示された音楽を形づくっている要素と関連付けて捉える力を育むことができる。 

図１ 研究のイメージ 
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Ⅱ 実践例 

 

１ 題材名  せんりつのとくちょうを感じ取ろう（第４学年・２学期）                

教材名  サン＝サーンス作曲 組曲『動物の謝肉祭』より「白鳥」 

 

２ 授業の実際 

本時は全９時間計画の第６時に当たる。「白鳥」は、フランスの作曲家サン＝サーンスが作曲した

組曲『動物の謝肉祭』の中の１曲で、旋律や伴奏の音の動き、音色など音楽を特徴付けている要素に

着目して聴き、それらの働きが曲想を生み出していることに気付くことのできる教材である。第５時

で聴き取ったことを基に、本時では「白鳥」の旋律の特徴について理解を深め、曲全体を味わって聴

く学習活動を行った。 

(1) 手立て１について 

常時活動として、音楽を形づくっている要

素を焦点化し、その要素の働きに着目して聴

き比べられる教材を作成し、音楽を形づくっ

ている要素を根拠として、聴き取ったことと

感じ取ったことを関連付けて曲のよさを見い

だせるような常時活動を行ってきた。この活

動では、原曲と、音楽を形づくっている要素

の働きを変化させた音源を提示した。例え

ば、音楽を形づくっている要素の「リズム」

に焦点化した教材では、原曲と音源Ａ（付点

音符のリズム）、音源Ｂ（細かいリズム）の 

音源を用意した。三つの音源を流し、何が変 

わっているかをクイズ形式で発問し（図２、３）、そこで感じ取っ 

た音楽のイメージを全体で共有した。共有した児童の考えを記録し 

た成果物はメーター形式で掲示する（図４）ことで、今までの学習 

の蓄積が視覚化され、児童の鑑賞活動への意欲を喚起するだけでな 

く、児童が鑑賞活動で取り扱った音楽を形づくっている要素を振り 

返ることができるようにした。この活動では、児童の西洋音楽を聴 

くことへの抵抗を和らげることもねらいとして、ベートーヴェン作 

曲「エリーゼのために」、モーツァルト作曲「トルコ行進 

曲」など、馴染みのある西洋音楽を中心に取り扱った。児 

童はクイズ形式の発問に対して真剣に考え、「リズム」 

や「速さ」などの音楽を形づくっている要素の働きを意 

識しながら、主体的に鑑賞活動に取り組む姿が見られる 

ようになった。 

 

手立て２ 他者の考えと比較・関連付けながら自分の考えを深める交流の場づくり 

多様な交流形態を通した他者の考えとの比較により、自己の考えを再構成し、曲のよさについて

考えを深めていく言語活動の充実を図る。多様な交流形態の中には、グループでの交流や席を移動

しての自由交流、全体での共有などが含まれる。他者の考えに触れ自分の考えと比較することで新

たな気付きが生まれ、音楽を形づくっている要素と関連付けて自分の考えを再構築し、鑑賞曲のよ

さを深く味わうことができるようになる。 

図２ 常時活動の教材 

図４ 常時活動の児童の成果物 

（メーター形式）の掲示 

図３ 常時活動の様子 
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また、音楽を聴くことだけではなく、

視覚的にも音楽を形づくっている要素を

捉えられる教材として、楽譜付き音源動

画（図５）を自作し、それを用いて鑑賞

の授業を行った。なお、楽譜付き音源動

画の作成の手順については資料１に掲載することとする。

授業実践では、「白鳥」を聴いて、自分の感じ取ったイメ

ージや聴き取った旋律の特徴を表現できるように、楽譜上

で動く青いライトを追いながら、聴こえた旋律をイメージ

に合わせて色や太さを変えながら線で表す活動を行った。

線で表すというシンプルで分かりやすい学習活動だったか

らこそ、聴き取ったこと、感じ取ったことを言語化するこ

とに難しさを感じている児童も、意欲的に取り組む姿を見

ることができた（図６、７）。また、言語化が得意な児

童については、線で表す活動を通して、曲を注意深く聴

くことへの意欲が更に喚起され、活動に熱中する姿が見

られた。そして、曲中の気になった部分を繰り返し聴く

ことで、旋律の動きの特徴や音色など、音楽を形づくっ

ている要素とその働きを捉えながら曲想との関わりを考

えることができ、曲想と音楽の構造を結び付けて捉える

姿も見られた。 

授業のまとめる過程では、常時活動の教材を応用し、

ピアノ伴奏の「リズム」を変化させた演奏動画（図８）

を視聴した。児童は、「白鳥」のよさは、チェロの主旋

律だけではなく、ピアノ伴奏の特徴も大きく関わってい

ることを実感した。原曲のピアノ伴奏の音形は、水のざ

わめきを表すかのような流麗なアルペジオ（分散和音）と

なっているが、今回は強烈な和音連打のピアノ伴奏に変化

させた演奏動画を視聴した。児童からは「このピアノ伴奏だとライオンみたい」「白鳥というよ

り、もっと大きな動物を感じた」などと話すなど、伴奏も曲全体の雰囲気に大きく影響しているこ

とに気付く様子が見られた。全体で曲を通して聴く時間には、改めてピアノ伴奏やチェロの旋律に

目を向け、曲全体の魅力を話し合うことができた。  

(2) 手立て２について 

他者の考えと比較・関連付けながら自分の考えを深め

られるよう、多様な交流形態を取り入れ、言語活動の充

実を図った。本実践では、全体共有の前に、児童が自由

に席を移動して、友達と互いの考えを紹介し、比較する

活動を取り入れた。「どうしてそのように線を引いた

の？」「チェロの音色が優しい感じがしたから、曲線に

してみたよ」「ぼくは、チェロの音が揺れていると感じ

たから、くねくねした線でつないでみたよ」などの対話

が生まれ、自分の考えの根拠を、音楽を形づくっている

要素と結び付けて紹介する姿が見られた（図９）。同じグ

ループの児童の考えだけではなく、多様な考えに触れ、同じ旋律でも、児童によって特徴の捉え方

が異なることに気付くことができた。全体共有の場面では、他の児童の考えで印象に残ったものを

取り上げ、その考えのどの部分に注目したのかを発表者が電子黒板に提示された楽譜に印を付けて

図９ 考えを紹介し合う児童 

図５ 楽譜付き音源動画 

図６ 意欲的に活動へ取り組む児童 

図８ ピアノ伴奏を変えた演奏の動画 

図７ 児童の作業画面 
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提示した（図 10）。教師は、紹介された考えの根拠を明

確にするため、グループで話し合うよう促した。グルー

プの話合いでは、「〇〇さんは、ぼくの線の引き方とは

違うな。その部分をもう一度聴いて確かめたいな」「楽

譜を見ると、この部分は音が上がっていっているよね」

「音が上がっていくところを滑らかな線でつないでいる

から、白鳥が優雅に飛んでいく姿をイメージしたのか

な」など、活発なやり取りが見られた。他者の意見のよさ

を認めながら、自分の考えとの比較を通して、他者の意見

の根拠を探り、音楽的な感性を働かせることができたと考

えられる（図 11）。その後、実際にその考えを示した児

童が、自分の感じ取った旋律の特徴や表現意図を説明し、

他の児童は自分たちの予想と照らし合わせて考えを整理し

た。同様に、もう一つの異なる考えを取り上げ、同じ流れ

で全体共有を行った。児童は友達の考えと自分の考えを比

較しながら、音楽の感じ方を多面的に捉え、学びを深める

ことができた。そして、児童の考えを、音楽を形づくって

いる要素と関連付けながら全体で価値付けを行うことで、

本時のまとめへとつなげた。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

○ クイズ形式の常時活動を継続して行い、音楽を形づくっている要素に着目しながら聴く経験を

積み重ねたことで、児童は主体的に音楽に向き合うようになり、西洋音楽に対する抵抗感が薄れ

るとともに、そのよさを実感できるようになった。 

○ 演奏箇所が可視化された教材により、児童は聴き取ったことや感じ取ったことを楽譜上の情報

と結び付けて捉えることができ、言語化することが苦手な児童も含めて、自分の考えに根拠をも

って表現できるようになった。 

○ 教師の問い返しやゆさぶり、児童同士で考えを共有・比較する場の設定により、他者の考えを

手掛かりに自分の考えを見直し、音楽を形づくっている要素と曲のよさを関連付けて、鑑賞曲の

よさを紹介することができた。 

 

２ 課題 

○ 児童が曲のよさについて更に追究していくようにするためには、活動内容や時間配分などを工

夫し、繰り返し同じような学習活動を行う必要がある。 

○ 児童が自分の考えを更に深めていくには、他者の考えに触れる時間を十分確保する必要があ

る。個別追究の際にも自然と対話が生まれるような言葉掛け、問い返しなどを今後も工夫して

いきたい。 

○ 本実践を通して、鑑賞教材の性質によって有効な聴取の視点や言語活動が異なることが明らか

になった。今後は、授業のねらいに迫れるよう、児童の実態や学習内容に応じてオリジナル教

材を改良し、教材の特性を踏まえた教材研究を継続して授業改善につなげていく必要がある。 

 

 

 

 

図11 グループで活発に考えを 

交流する児童 

図10 電子黒板に提示する児童 
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Ⅳ 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 児童の学習活動の成果物 

資料４ 児童の学習活動の成果物 

資料７ 児童が書いた紹介文 

楽譜制作ソフ

トに鑑賞曲の

主旋律の音符

を入力する 

楽譜制作ソフトで

入力した音符を再

生し、その画面を

キャプチャする 

動画編集ソフトを使い、

キャプチャした動画をミ

ュートしたものと、鑑賞

教材の音源を重ねる 

速さを調節し

ながら、楽譜

と流れている

音を合わせる 

資料１ 楽譜付き音源動画の作成手順 

資料３ 児童の学習活動の成果物 

資料５ 児童の学習活動の成果物 

資料６ 児童が書いた紹介文 

資料８ 児童が書いた紹介文 資料９ 児童が書いた紹介文 


